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今月の案内人

東京都北区　吉田　 渉 さん
わたる

都都
築築
弥弥
厚厚
のの
銅銅
像像

その１６
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明明
治治
郵郵
便便
局局
隣隣
のの
弥弥
厚厚
公公
園園
にに
ああ
るる
銅銅
像像
。。

ここ
のの
像像
はは
明明
治治
用用
水水
計計
画画
のの
基基
礎礎
をを
作作
りり
、、

ここ
のの
地地
域域
をを
発発
展展
にに
導導
いい
たた
都都
築築
弥弥
厚厚
翁翁
のの

遺遺
徳徳
をを
しし
のの
ぶぶ
たた
めめ
にに
建建
立立
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

そそ
のの
制制
作作
はは
わわ
たた
しし
のの
父父
でで
彫彫
刻刻
家家
のの
吉吉
田田

三三
郎郎
がが
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
父父
はは
全全
国国
各各
地地
でで

多多
くく
のの
銅銅
像像
をを
制制
作作
しし
まま
しし
たた
がが
、、
都都
築築
弥弥

厚厚
のの
銅銅
像像
はは
そそ
のの
原原
点点
とと
なな
るる
記記
念念
のの
作作
品品

でで
すす
。。

初初
めめ
にに
都都
築築
弥弥
厚厚
のの
銅銅
像像
がが
でで
きき
たた
のの
はは

大大
正正
８８
年年
のの
ここ
とと
でで
すす
。。
当当
時時
、、
どど
のの
よよ
うう

なな
経経
緯緯
でで
父父
にに
依依
頼頼
がが
ああ
っっ
たた
のの
かか
はは
わわ
かか

りり
まま
せせ
んん
がが
、、
明明
治治
用用
水水
普普
通通
水水
利利
組組
合合
とと

明明
治治
村村
がが
主主
体体
とと
なな
っっ
てて
ここ
のの
像像
はは
建建
立立
ささ

れれ
まま
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、
初初
めめ
にに
建建
立立
ささ
れれ
たた

像像
はは
、、
昭昭
和和

年年
にに
戦戦
争争
のの
たた
めめ
金金
属属
回回
収収

１１９９

でで
供供
出出
ささ
れれ
てて
しし
まま
っっ
たた
のの
でで
すす
。。

現現
在在
建建
っっ
てて
いい
るる
銅銅
像像
はは
、、
像像
再再
建建
のの
機機

運運
がが
高高
まま
っっ
たた
たた
めめ
、、
昭昭
和和

年年
にに
再再
びび
父父

２２６６

のの
制制
作作
でで
建建
立立
ささ
れれ
たた
もも
のの
でで
すす
。。
そそ
のの
当当

時時
のの
様様
子子
はは
わわ
たた
しし
もも
おお
ぼぼ
ろろ
げげ
なな
がが
らら
にに

覚覚
ええ
てて
いい
まま
すす
。。

先先
日日
、、
家家
のの
整整
理理
をを
しし
てて
いい
るる
とと
きき
にに
像像

のの
原原
型型
やや
再再
建建
時時
にに
明明
治治
村村
かか
らら
送送
らら
れれ
てて

きき
たた
書書
簡簡
なな
どど
のの
資資
料料
をを
見見
つつ
けけ
まま
しし
たた
。。

今今
回回
、、
安安
城城
市市
をを
訪訪
れれ
、、
実実
際際
にに
父父
がが
造造
っっ

たた
像像
をを
見見
てて
、、
そそ
しし
てて
、、
そそ
のの
背背
景景
をを
知知
るる

ここ
とと
にに
よよ
りり
、、
そそ
のの
資資
料料
がが
生生
きき
返返
っっ
たた
よよ

うう
なな
思思
いい
がが
しし
まま
すす
。。
同同
時時
にに
、、
わわ
たた
しし
自自

身身
のの
父父
のの
思思
いい
出出
もも
まま
たた
新新
たた
にに
よよ
みみ
がが
ええ

りり
まま
しし
たた
。。
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